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新実徳英バイオリン作品展 鮮烈で愉悦にみちた音群

2011年 (平成23年)10月 17日

集中力みなぎる演奏

をきかせた渡辺玲子

(左)と寺嶋陸也
=竹原伸治氏撮影

戴
藝
な
問
い
か
け
と
心
を
和
ま
せ

』
繊
脚
ゲ
」
“
弦
軸
ど
」
裁
薇
鰤
歌か分

し
て
き
た
の
が
新
実
徳
英
と
い
う
作

曲
家
だ
。

「
ソ
ニ
ト
ゥ
ス
　
ヴ
ィ
タ

ー
リ
ス
」
シ
リ
ー
ズ
と

「舞
踏
組
曲

―
―
工
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
Ｌ
ｕ
ｃ
ｙ
」

を
演
奏
し
た
バ
イ
オ
リ
ン
作
品
展

は
、
硬
軟
両
面
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
み

せ
た

一
夜

（
９
月
２９
日
、
東
京

ｏ
上

野
の
東
京
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
）
。

大
地
が
き
し
む
よ
う
に
粗
測
わ
つ

２
音
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
生
の
閃
き

を
み
せ
る
バ
イ
オ
リ
ン
。
冒
頭
か
ら

た
だ
な
ら
ぬ
気
配
で
軌
道
の
な
い
世

界

へ
引
き
ず
り
込
む
の
が
渡
辺
玲
子

の
神
業
だ
。
ご
り
ご
り
し
た
肌
触

り
、
ぞ
く
ぞ
く
す
る
極
細
の
線
は
、

や
が
て
切
迫
し
た
重
音
の
繰
り
返
し

と
な

っ
て
内
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高

め
る
。
寺
嶋
陸
也
の
ピ
ア
ノ
も
歯
切

れ
よ
く
音
群
を
投
げ
か
け
て
い
く
。

「
ソ

ニ
ト

ゥ
ス
　
ヴ

ィ
タ
ー
リ

ス
」
は
ラ
テ
ン
語
で

「生
き
と
し
生

け
る
も
の
た
ち
が
た
て
る
音
」
の
意

味
。
第
１
番
で
の
テ
ン
シ
ョ
ン
の
高

さ
は
、
５
曲
通
じ
て
、
い
さ
さ
か
も

と
ぎ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
ピ
ア
ノ
が

低
こ
轟
げ

て
始
ま
る
第
２
番
で
「歌
」

の
断
片
が
生
ま
れ
、
息
の
長
い
フ
レ

ー
ズ
で
独
自
を
繰
り
広
げ
る
無
伴
奏

の
第
３
番
を
経
て
、
頂
点
と
な
る
第

４
番

へ
。
形
態
と
い
い
テ
ク
ス
チ

ュ

ド
は
「
紳
蒙
臥
開
呻
雌
潮
『
馳
帥
繭

の
漂
う
第
５
番
に
至

っ
て
、
自
然
、

生
命
、
人
間
、
霊
魂
を
め
ぐ
る

一
連

の
ド
ラ
マ
が
完
結
す
る
。

ブ
ル
ー
ス
、
ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
の

枠
組
み
を
借
り
た

「舞
踏
組
曲
」
は

一
¨
¨
姜
］
ｒ
鞭
『
一
』
は
向
中
［

膜
に
焼
き
つ
い
た
い
ま
、
微
温
的
な

前
衛
性
に
は
威
力
が
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
ス
リ
リ
ン
グ
で
愉
悦
に
み
ち

た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
は
価
値

づ
勲
脳
ず
燿
か
グ ヘ
『
魏
静
裁
蹄
れ
療

実
の
真
骨
頂
を
、
こ
の
ユ
ー
モ
ア
の

あ
る

一
連
の
舞
曲
に
感
じ
た
の
で
あ

る
。

（
自
石
美
雪

・
音
楽
評
論
家
）

月曜=音楽 火曜=文芸/批評 水曜=美術 木曜=舞台 金曜=映画 土曜=ポップ


